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準備
ファイル

→新しいプロジェクト

→VisualC++ Win32 コンソールアプリケーション

デフォルト 「documents¥visual sutdio 2015¥Projects」







空のプロジェクトを選択





デバッグの方法

Debug or Release

32bitと64bitを切り替えると必要なlibファイルなどが変わるので注意

32bit or 64bit



作業フォルダ

（デフォルトの場合）

ドキュメント→visual sutdio 2015→Projects→プロジェクト名

このフォルダにサンプルコードの

main.cpp, main.h, image, output をコピー



ファイルの追加
ソースファイル

→右クリック

→追加

→既存の項目

→main.cpp

ヘッダーファイル

→右クリック

→追加

→既存の項目

→main.h



ライブラリへのリンク
インクルードファイル
→用意されている関数の宣言

opencv.hpp等

ライブラリファイル
→用意されている関数の中身

opencv_world320.lib

OpenCV等のライブラリを使うためには，Visual Studioの設定で上記の

ファイルがどこにあるかを設定する必要がある．

インクルードディレクトリ

ライブラリディレクトリ

ライブラリファイル



環境変数の追加
環境変数

プログラムファイルのある場所を記述したもの

→windowsボタンを右クリック

→システム

→システムの詳細設定

→環境変数

→pathをダブルクリック

→新規

→C:¥Libraries¥opencv¥build¥x64¥vc14¥bin を追加



プロパティシートの追加

→表示

→その他のウィンドウ

→プロパティマネージャー

→ConsoleApplication1 (自分で設定したファイル名)

→Release| x64 を右クリック

→既存のプロパティシートを追加

openCV_release_64.props を選択

プロパティシート
インクルードファイル、ライブラリファイルの場所が書かれたファイル



プロジェクトの実行
ローカル Windows デバッカー をクリック
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